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ス
コ
ミ
は
「
北
朝
鮮
の
犯
行

説
」
を
大
々
的
に
報
じ
た
。 

だ
が
、沈
没
直
後
に
米
韓
両

政
府
は
、「
北
朝
鮮
が
攻
撃
し

た
可
能
性
は
低
い
」と
発
表
し

て
い
た
。
し
か
も
、「
天
安
」

は
レ
ー
ダ
ー
や
ソ
ナ
ー
を
使 

   

っ
て
、
敵
の
潜
水
艦
や
魚
雷
、

航
空
機
、
を
感
知
し
、
攻
撃
す

る
の
が
任
務
だ
が
、北
朝
鮮
の

潜
水
艦
や
魚
雷
を
早
期
に
察

知
で
き
な
か
っ
た
の
は
疑
問

で
あ
る
。 

ネ
ッ
ト
上
で
は
、韓
国
軍
に

知
ら
せ
な
い
ま
ま
、隠
密
行
動

し
て
い
た
米
原
潜
を
、事
情
を 

界
線
の
ペ
ン
ニ
ョ
ン
島
海
上

で
、米
韓
の
合
同
軍
事
演
習
中

に
、
韓
国
の
大
型
哨
戒
艦
「
天

安
」
が
突
然
爆
破
沈
没
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
で
は
、こ
の
事
件
の

謎
に
つ
い
て
色
々
な
情
報
が

飛
び
交
っ
て
い
る
。 

原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

ま
ま
、
２
ヶ
月
近
く
た
っ
た
、

５
月
20
日
に
米
韓
を
中
心
と

し
た「
軍
民
合
同
調
査
団
」が
、

漁
船
が
拾
い
上
げ
た
魚
雷
の

残
骸
が
北
朝
鮮
の
も
の
に
酷

似
し
て
い
る
と
し
て「
北
朝
鮮

の
仕
業
」
だ
と
発
表
し
た
。
そ

の
結
果
、
日
米
韓
な
ど
の
マ 

 

 

３
月

26

日
、
韓
国
と

北
朝
鮮
の
境  

昨
年
８
月
の
総
選
挙
で
、劇
的
な
政
権
交
代
に
よ
り
登
場
し
た
鳩

山
政
権
で
あ
っ
た
が
、
８
ヶ
月
の
短
命
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

振
り
返
れ
ば
安
倍
、
福
田
、
麻
生
、
鳩
山
と
短
命
政
権
が
続
い
た

が
、
共
通
す
る
の
は
庶
民
の
暮
ら
し
と
は
か
け
離
れ
た
〝
お
坊
ち

ゃ
ま
〟
政
権
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
国
民
は
も
っ
と
果
敢
で
た
く
ま

し
い
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
て
い
る
。
果
た
し
て
菅
政
権
は
ど
う
か
。 

知
ら
な
い
天
安
艦
が
北
朝
鮮

の
潜
水
艦
と
見
間
違
え
攻
撃

し
た
と
こ
ろ
、反
撃
を
受
け
同

士
討
ち
と
な
っ
た
と
の
説
も

流
れ
て
い
る
。 
 

韓
国
の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
が

４
月
７
日
に
、米
原
潜
が
沈
没 

   

し
た
と
思
わ
れ
る
海
域
か
ら
、

米
軍
ヘ
リ
に
よ
る
米
兵
の
遺

体
ら
し
き
も
の
の
搬
送
を
報

じ
た
が
、そ
の
報
道
は
す
ぐ
取

り
消
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

事
件
当
初
「
天
安
艦
は
、
軍
事

演
習
中
の
誤
爆
を
受
け
て
沈

没
し
た
の
で
は
な
い
か
」と
い

う
記
事
を
各
紙
が
報
じ
た
。 

 

 

    

る
。 

 

て
は
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

警
鐘
だ
が
、
佐
高
ら
し
い
毒
味

の
効
い
た
話
し
で
あ
る
。 

▼
「
わ
た
し
の
党
」
で
は
な
く
、

〝
み
ん
な
の
党
〟
と
は
そ
の
名

前
か
ら
し
て
怪
し
い
の
で
あ
る

が
、「
み
ん
な
」
と
い
う
言
葉
を

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
勝
手
に

中
に
引
き
込
ま
れ
る
響
き
が
あ

る
。
ち
ゃ
っ
か
り
「
み
ん
な
の

党
」
と
言
っ
て
お
い
て
、
そ
の

う
ち
「
わ
た
し
の
党
」
に
な
り

か
ね
な
い
。 

▼
佐
高
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

『
小
泉
、
竹
中
、
そ
し
て
渡
辺

に
共
通
す
る
の
は
、「
公
務
員
バ

ッ
シ
ン
グ
」
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
何
の
政
策
も
な
い
。「
公
」

を
叩
い
て
、
「
民
営
化
バ
ン
ザ

イ
」
と
叫
ん
だ
小
泉
「
改
革
」

が
東
京
と
地
方
、
あ
る
い
は
勝

者
と
敗
者
の
格
差
を
拡
大
し
て

日
本
を
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
し
た

こ
と
は
明
ら
か
な
の
に
、
な
ぜ
、

国
民
は
″
小
泉
亜
流
″
の
渡
辺

喜
美
の
［
み
ん
な
の
党
」
を
支

持
し
よ
う
と
す
る
の
か
。』
と
毒

づ
く
。 

 

▼
『
そ
も
そ
も
、「
み
ん
な
の
党
」

を
含
め
て
「
新
党
」
と
称
す
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
自
民
党
の
分

裂
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ

り
、「
憲
法
改
正
」
と
い
う
夕
力

派
な
ら
ぬ
バ
カ
派
の
一
つ
お
ぼ

え
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
に
お

い
て
は
変
わ
り
が
な
い
。
む
し

ろ
、「
旧
党
」
と
言
っ
た
方
が
い

い
の
で
あ
る
。』
と
切
り
捨
て

る
。 

▼
鳩
山
政
権
の
迷
走
と
政
情
が

混
沌
と
す
る
中
で
、
雨
後
の
筍

の
よ
う
に
「
新
党
」
が
乱
立
し

た
が
、
将
来
の
日
本
の
た
め
に

も
、
本
物
を
見
定
め
る
目
が
是

非
と
も
必
要
だ
ろ
う
。 

 

▼
東
京
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

６
月
１
日
号
に
佐
高
信

の
面
白
い
コ
ラ
ム
が
載

っ
て
い
た
。
新
党
ブ
ー

ム
の
中
で
渡
辺
喜
美
の

“
み
ん
な
の
党
”
が
も

韓
国
当
局
は
、こ
れ
ら
の
報

道
を
事
実
で
は
な
い
と
強
く

否
定
し
「
誤
報
」
を
流
し
た
と

し
て
Ｋ
Ｂ
Ｓ
を
名
誉
毀
損
で

告
訴
し
た
と
の
こ
と
。 

 

合
同
調
査
団
は
、北
朝
鮮
説

の
決
定
的
証
拠
は
、収
集
さ
れ

た
魚
雷
に
記
さ
れ
て
い
た「
一

番
」
の
ハ
ン
グ
ル
文
字
と
い

う
。
し
か
し
、
魚
雷
の
残
骸
は

酷
く
さ
び
付
い
て
お
り
、書
か

れ
て
い
る
文
字
は
刻
印
で
は

な
く
、
マ
ジ
ッ
ク
だ
と
か
。
韓

国
の
専
門
家
の
間
か
ら
は
、す

で
に
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。日
本
の
マ

ス
コ
ミ
は
、米
韓
当
局
発
表
の

垂
れ
流
し
で
、謎
に
迫
る
情
報

は
全
く
流
れ
て
い
な
い
。 
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マ
ス
コ
ミ
が
流
さ
な
い
不
思
議
な
情
報 

   

韓
国
哨
戒
艦
「天
安
」沈
没
の
謎
？ 
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       .ne.jp 
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ちゃわんや 
新・古美術 

炉端庵青木武士 

TEL:055-972-4213 
携帯：080-6960-5200 

北
朝
鮮
政
府
は
５
月
28

日
、
「
北
朝
鮮
は
、
天
安
艦
へ

の
攻
撃
は
し
て
い
な
い
。米
韓

の
調
査
報
告
は
作
り
話
だ
」と

発
表
し
た
。 

日
本
政
府
は
い
ち
早
く
、

「
北
朝
鮮
に
よ
る
攻
撃
説
」
を

支
持
し
た
が
、ロ
シ
ア
も
中
国

も
、米
韓
英
豪
を
中
心
と
し
た

調
査
報
告
の
結
論
に
は
慎
重

な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。 

北
朝
鮮
な
ら
や
り
か
ね
な

い
、や
っ
た
に
違
い
な
い
で
は

ダ
メ
だ
。も
っ
と
客
観
的
で
公

平
・
厳
正
な
調
査
の
必
要
が
あ

る
。
戦
争
勃
発
の
引
き
金
は
、

デ
マ
と
謀
略
に
よ
る
こ
と
が

通
説
だ
。デ
マ
で
の
武
力
衝
突

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

～鳩山首相退陣～ 日本の将来どうなる？ 

菅直人政権誕生 
強力なリーダーシップと安定政権を求める声多数 

 

状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
特

定
高
齢
者
は
９
７
９
人
。 

 

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
６
施
設
あ
り
、総
入
所

定
員
は
３
５
６
人
、各
特
養
は

現
在
、
満
床
で
、
平
成
23
年

度
ま
で
に
北
上
の
郷
20
床
、

玉
ジ
ュ
園
30
床
の
増
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

 
し
か
し
、特
養
床
数
の
絶
数 

は
依
然
と
し
て
足
ら
ず
、平
成

22
年
１
月
現
在
で
、
入
所
申

込
数
は
２
１
６
人
、
そ
の
内
、

在
宅
で
６
ヶ
月
以
内
の
入
所

希
望
数
は
１
１
５
人
、更
に
そ

の
う
ち
、す
ぐ
に
も
入
居
が
必

要
な
高
齢
者
は
49
人
と
な
っ

て
い
る
。 

介
護
保
険
料
を
払
っ
て
い

る
が
、身
体
が
不
自
由
で
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、特
養
へ

の
入
居
は
な
か
な
か
難
し
い
。 

何
年
も
待
機
が
続
く
、こ
の
ま 

主
張 

       

そ
の
他
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
認
知
症
高
齢
者
の
小

規
模
施
設
と
し
て
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
あ
る
。 

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、 

介
護
予
防
と
し
て
、介
護
施
設

に
通
い
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の

支
援
を
受
け
生
活
機
能
向
上

を
は
か
る
も
の
。通
所
リ
ハ
ビ

リ
、
訪
問
介
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
、
訪
問
入
浴
、
短
期
入
所
生

活
介
護
な
ど
が
あ
り
、介
護
認

定
調
査
を
受
け
、そ
の
度
合
い

で
利
用
料
が
決
ま
る
。 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス 

 

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険

制
度
が
で
き
た
が
、
そ
の
後
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
大
幅
に

増
加
し
た
。介
護
保
険
受
給
者

の
増
加
抑
制
の
た
め
に
、２
０

０
６
年
、介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、介
護
保
険
制
度
が
予
防

の
方
に
軸
足
が
移
っ
た
。 

介
護
予
防
と
は
、要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

の
制
度
で
は
あ
る
が
、結
局
の

と
こ
ろ
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
に
、で
き
る
だ
け
サ
ー

ビ
ス
受
け
さ
せ
な
く
す
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

も
、介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
創
設
さ
れ
た
機
関
で
、地
域

住
民
の
心
身
の
健
康
維
持
や

生
活
の
安
定
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
の
向
上
、
財
産
管
理
、
虐

待
防
止
な
ど
の
相
談
窓
口
で

あ
る
。 

 

平
成
22
年
度
、
新
た
な
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。 

 

三
島
市
で
新
た
に
実
施
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
①
寝
具
類

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
助
成
事
業

②
高
齢
者
バ
ス
利
用
助
成
事

業
③
高
齢
者
図
書
配
達・
古
書

引
取
り
事
業
が
あ
る
。 

 

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険

料
総
額
は
約
12
億
円
、
未
納

額
は
１
９
６
７
万
円
で
あ
る
。 

 

      

国
民
の
総
意
と
し
て
「
国
外

移
転
の
決
断
」
を
し
て
い
れ

ば
別
の
結
果
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
が
、
迷
走
の
挙
句
、
自
民

党
案
と
同
じ
結
果
と
な
っ

た
。
対
米
従
属
か
ら
の
脱
却

が
言
葉
だ
け
に
終
わ
っ
た
。

米
国
か
ら
の
脅
し
に
屈
し
た

結
果
だ
。
政
治
と
金
の
問
題

で
マ
ス
コ
ミ
、
検
察
・
官
僚

か
ら
執
拗
に
叩
か
れ
続
け
て

い
た
小
沢
一
郎
も
幹
事
長
を

辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

菅
政
権
の
誕
生
を
マ
ス
コ

ミ
は
好
意
的
に
伝
え
て
い

る
。
し
か
し
、
新
政
権
に
と

っ
て
難
題
は
継
続
し
た
ま
ま 

 

分
ち
、保
保
連
合
に
走
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。 

 

と
に
か
く
、菅
政
権
は
次
期

参
院
選
を
勝
ち
抜
か
な
け
れ

ば
後
が
無
い
。負
け
れ
ば
再
び

短
命
政
権
で
終
わ
り
、民
主
党

そ
の
も
の
が
国
民
か
ら
見
捨

て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

山
積
し
、
茨
の
道
に
違
い
な

い
。
人
事
の
面
で
も
党
内
の

ゴ
タ
ゴ
タ
が
再
燃
す
る
可
能

性
が
あ
る
。 

早
々
、
官
房
長
官
に
仙
谷
、

幹
事
長
に
枝
野
の
名
前
が
上

が
っ
た
が
、
一
時
、
枝
野
案

は
異
論
が
出
て
宙
に
浮
い

た
。
小
沢
派
か
ら
の
巻
き
返

し
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

今
後
、
最
大
派
閥
の
小
沢

派
の
動
き
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
。
ネ
ッ
ト
情
報
に
よ
る

と
、
マ
ス
コ
ミ
対
策
も
含
め

菅
氏
の
動
き
は
反
小
沢
に
軸

足
を
移
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
反
小
沢

の
前
原
氏
や
岡
田
氏
ら
は
新

自
由
主
義
的
色
彩
が
強
い
。 

対
米
従
属
、
消
費
税
導
入

問
題
も
気
に
な
る
。
小
沢
派

と
反
小
沢
派
が
決
定
的
に
こ

じ
れ
れ
ば
、
小
沢
氏
が
袂
を 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

住宅リフォーム、塗装、屋根工事 
有限会社ニッセイ住建 

会社代表  李 正浩 
〒411-0020 三島市旭ヶ丘１１－１８ 

Tel＆Fax：055-973-7440 
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低価格、丁寧な説明、信頼できる仕事内容、 
納得できるアフターケア。 

 

三
島
市
の 

 

高
齢
者
政
策 

急
速
に
高
齢
化
が
訪
れ
る
！ 

 

菅
直
人
氏
の
略
歴 

１
９
４
６
年
10
月
10

日
、
山
口
県
生
ま
れ
。
東
京
工

大
卒
業
、市
川
房
枝
の
選
挙
事

務
所
代
表
を
務
め
た
。１
９
８

０
年
、社
会
民
主
連
合
か
ら
衆

院
選
で
初
当
選
し
政
界
入
り
。

１
９
９
６
年
、村
山
内
閣
総
辞

職
後
、第
１
次
橋
本
内
閣
で
厚

生
大
臣
、薬
害
エ
イ
ズ
事
件
の

処
理
に
当
た
る
。
同
年
、
鳩
山

と
共
に
旧
民
主
党
代
表
と
な

る
。
１
９
９
８
年
、
新
民
主
党

を
結
成
し
、
代
表
と
な
る
。 

 

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

 

平
成
21
年
度
、
市
内
で
、

75
歳
以
上
で
独
居
及
び
夫
婦

だ
け
の
世
帯
数
は
４
０
３
６

世
帯
。
65
歳
以
上
で
要
介
護 

政
権
離
脱
に
追
い
込
だ
こ
と
、
政
治

と
カ
ネ
の
問
題
で
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
。
党
内
か
ら
支
持
率
の
低
迷

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
夏
の
参
院
選
を

戦
え
な
い
と
い
う
声
に
押
さ
れ
て

の
辞
任
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
政
局
は
小
沢
一
郎
の
決
断

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

普
天
間
問
題
で
、
鳩
山
首
相
は
、 

 

６
月
２
日
、
鳩
山
首
相
は
急
き
ょ

辞
意
を
表
明
し
た
。
辞
任
の
理
由
は

普
天
間
問
題
の
混
乱
で
社
民
党
を 

 

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

 

三
島
市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
よ
る
と
、
平
成
22
年

度
の
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
22
・
3
％
、

26
年
度
で
は
、
そ
れ
が
25
・
4
％
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

少
子
化
や
人
口
減
少
の
中
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。 

ま
で
は
そ
う
し
た
高
齢
者
が

益
々
増
え
る
。 

特
養
に
入
所
す
る
に
は
介

護
認
定
１
以
上
だ
が
、
平
成

21
年
度
、
三
島
市
で
の
介
護

認
定
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
要
支
援
１
（
４
１
０
人
）
、

２
（
４
０
８
人
）
、
要
介
護
１

（
７
５
３
人
）
、
２
（
４
７
９

人
）
、３（
３
２
７
人
）
、４（
３

８
６
人
）
、
５
（
３
２
０
人
）
、

合
計
３
０
８
３
人
が
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
。 

そ
の
う
ち
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
延
べ
件
数
は
、①

在
宅
サ
ー
ビ
ス
７
０
３
０
６

件
②
施
設
サ
ー
ビ
ス
８
１
７

５
件
③
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

１
２
４
５
６
件
で
あ
る
。 

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
負
担
で
あ

る
が
、
特
養
等
へ
の
入
居
で

は
、
そ
の
他
居
住
費
、
食
費
、

日
常
生
活
費
は
個
人
負
担
と

な
る
。 

要
介
護
１
の
場
合
、
特

養
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
１
割
負
担
分
は
１
日

当
た
り
６
６
９
円
、
要
介

護
５
に
な
れ
ば
１
３
３
７

円
。
そ
れ
以
外
に
入
居
費

や
食
費
等
の
費
用
が
か
か

る
。
収
入
の
無
い
年
金
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
取
っ
て

は
決
し
て
安
く
な
い
。 

高
齢
者
の
入
居
施
設
と

し
て
は
、
要
介
護
１
～
５

の
人
が
利
用
で
き
る
①
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
常

時
介
護
が
必
要
で
在
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
人
、
生

涯
生
活
で
き
る
）
②
老
人

保
健
施
設
（
リ
ハ
ビ
リ
に

よ
り
在
宅
復
帰
を
目
指

す
）
③
介
護
療
養
型
医
療

施
設
（
長
期
の
療
養
を
必

要
と
す
る
人
、
平
成
23
年

以
降
は
廃
止
）
が
あ
る
。 

 


